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ウラジオストク国立経済大学

北京師範大学漢語文化学院

慶熙大学校国際教育院

セントラル・ミズーリ大学

国　名 留学大学 日　程

9月9日（月）～12月30日（月）

8月26日（月）～12月28日（土）

8月31日（土）～12月26日（木）

8月22日（木）～12月13日（金）
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全体ガイダンス、パスポート取得と入学手続き
ロシア人の日常文化
留学準備のスケジュールと渡航手続き
留学中のDo’s&Don’ts
奨学金授与式・懇談会、履修科目と授業内容
生活ロシア語
留学先大学の構成・キャンパス・学内規則等
留学生活と勉強について
ロシア人の日常文化と生活ロシア語
出発直前チェック

（ウラジオストク市）

◆1コマ90分　1限8：30 ～ 10：00/2限10：10 ～ 11：40/3限13：30 ～ 15：00

1限

2限

3限

航空運賃（往復）
授業料
寮費（食費含まず）
諸費用

その他の費用として　
①旅券（パスポート）取得料

②入国査証（ビザ）申請・更新料
③海外旅行傷害保険料
④諸費用

⑤その他食費（寮内食堂、1日600円程度）及び個人的な支出（小遣い）が必要です。

（注） ロシア語授業料及び寮費は1ルーブル＝2円で換算。
今後の円相場の変動、及び一部プログラム内容の修正等によっては、
必要経費に変更が生じる可能性があります。
参加学生が留学から帰国した後、必要経費を差し引いて残金が発生した場合は、
その残金を返金いたします。

・
・

・

〈内　訳〉

・
・
・
・

生活指導委託費、送迎バス費、健康診断費、学生証作成費等・

280，000円

55，000円
140，000円
80，000円
5，000円

10年有効：16，000円
5年有効：11，000円

8，000円
約35，000円
約15，000円

会話ロシア語

ロシア語言語生活

ロシア社会史

基礎文法・語彙

ロシア語聴力

ロシア音楽

ロシア語閲読

基礎文法・語彙

極東ロシア

ロシア語聴力

会話ロシア語

現代ロシア

ロシア語閲読

基礎文法・語彙

社会調査（４回）

、 、
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■会話ロシア語　
　ロシア語会話の基礎知識を深める科目です。
■ロシア社会史
　帝国ロシアの歴史概説を取り上げるコースです。ロシア史に名を残した皇帝や女帝を紹介しながら、分
かりやすい言葉でそれらの統治時代の特徴を説明するものです。

■基礎文法・基礎語彙
　ロシア語の基礎文法と頻繁度の高い言葉の意味と用法の知識を深める科目です。　
■ロシア語言語生活　
　日常生活のロシア語を学びながら、その特徴と理解する力を養う科目です。
■リスニング・コンプリヘンション　
　ロシア語スピーチを聞き分ける力を養う科目です。
■閲読
　授業で書物・文書などを調べながら読むことによる解読力向上を目指す科目です。
■絵画の基礎　
　ロシア語で指導を受けながらデッサンの描き方と基礎技法を学び、自分の作画能力を上げる事を目指す
科目です。

■極東ロシア
　東シベリアの一部である極東の開発史と現状を中心とするコースです。視聴教材を利用して、極東ロシ
アの現代経済・社会・文化の知識を深めることを目指しています。

■ロシア民族音楽
　ロシア語初心者向けの授業ではロシア民族楽器の引き方を覚えながら、ロシア音楽文化を紹介する科目
です。

入学申請書の記入
北京師範大学での学習、生活と学生交流、各種の注意事項
宿題：中国語の自己紹介文
奨学金授与式、懇親会
異文化理解・国際交流の心得（レポート）、荷物託送の説明

保険加入の説明と手続き、ビザ取得の書類記入
自己紹介の練習、中日学生交流会の出し物の打合わせと決定

海外渡航知識、北京での生活、健康管理、治安・交通等について
直前確認：各種書類と荷物託送状況、出し物準備の状況、出発と帰国に
関する注意、到着後の最初の日程

第 2回

第 3回

第 4回
第 5回
第 6回
第 7回

第 9回
第 8回

第 10回

５月
全体ガイダンス、入学申請書の記入方法を指導第１回

６月

７月

８月

留学会話指導
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月下旬

月上旬

集合、出発（新潟空港-成田空港-北京空港）
入学手続き、クラス分け試験
入校式典
授業開始
日中学生交流会

（注） 授業料及び寮費は1元＝20円で換算しました。
今後の円相場の変動、及び一部プログラム内容の修正等によっては、
必要経費に変更が生じる可能性があります。
参加学生が留学から帰国した後、必要経費を差し引いて残金が発生し
た場合は、その残金を返金いたします。

・
・

・

航空運賃（往復）
授業料等

（内訳）登録費
学　費

・
・

寮費（食費を含まず）

査証申請料（手数料を含む）
諸雑費

8，190元）（65元／ 1人1日×126日（18週間）＝
・

・
・

530，000円

110，000円
253，000円

450元
12，200元
163，000円

3，000円
1，000円

その他の費用として　
①旅券（パスポート）取得料

②海外旅行傷害保険料
③教科書代：約600元（約1２，000円）
④食費：約1，200元／月（４ヶ月で約９６，000円）
⑤生活管理委託費：700元（約１４，000円。到着後、支払い）
⑥現地医療保険：300元
（注）①～⑥は概算で19万円程度になります。
⑦その他個人的な支出（小遣い）

10年有効：16，000円
5年有効：11，000円

約45，000円

（北京空港ー成田空港ー新潟空港）12月下旬

一、

二、

三、
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全体ガイダンス、全体の注意事項
韓国社会の現状（政治・経済・文化）
韓国の歴史と文化
日本人として留意すべきこと
韓国の留学生活の状況（日本との比較）
下宿・寄宿舎で注意すべきこと
最新の韓国事情
生活に必要な韓国語会話（１）―自己紹介、学校、寄宿舎
生活に必要な韓国語会話（２）―買い物、病院、レストラン
書類等の最終確認
最後の諸注意

,

（注） 授業料等は100ウォン＝10円で換算しました。
今後の円相場の変動、及び一部プログラム内容の修正等によっては、
必要経費に変更が生じる可能性があります。
参加学生が留学から帰国した後、必要経費を差し引いて残金が発生
した場合は、その残金を返金いたします。
派遣留学期間終了後、私費により留学を延長する場合は
別途授業料及び滞在費が必要となります。

・
・

・
※

航空運賃（往復）
授業料等

（内訳）入学金
授業料等（教材費含む）
生活指導費

・
・

宿泊施設
（寄宿舎：50万ウォン／月×4か月＝200万ウォン）
諸雑費

・

・

580，000円

60，000ウォン
2，819，600ウォン

31，250ウォン

80，000円
292，000円

約200，000円

8，000円

その他の費用として　
①旅券（パスポート）取得料

②外国人登録費
③海外旅行傷害保険料
④食費　学生食堂では1食2，500（約250円）ウォン程度である。
⑤その他個人的な支出（小遣い）

10年有効：16，000円
5年有効：11，000円

50，000ウォン（約5，000円）
約35，000円
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5年有効：11，000円

50，000ウォン（約5，000円）
約35，000円
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第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回

　セントラル・ミズーリ大学は1871年に創設され、５つの学部と１つの大学院を擁する州立
の総合大学です。学生数は13,000名でミズーリ州以外からも全米43州、世界57カ国から
2,000名以上の留学生が在籍しています。場所はカンザス・シティから東に約80キロのウォ
レンズバーグ市にあり、人口約2万人ののどかな地方で、治安は非常に安全です。広大なキャ
ンパスにはスポーツジムやコンサートホール、映画館などさまざまな施設があります。「ムー
ビーナイト」という映画の無料上映、音楽や演劇を学ぶ学生たちが行なう公演も観覧出来ま
す。近くにアメリカ航空基地があることから、航空学が有名でパイロットを目指す学生が集
まっています。学生寮は教室棟から徒歩5分ほどの場所に位置しています。マスコットは
ミュールです。

（内容は過年度のものですが、2020年度も大きくかわることはありません。）

全体ガイダンス、パスポート、クレジットカード、リーダー選出、ビザ申請手順
UCM登録、ビザ申請手続
ビザ申請手続
ビザ申請手続
奨学金授与式・懇談会、ビザ申請手続
ビザ申請手続
学生寮書類記入
留学報告書・体験レポートの説明、委員選出、留学経験者の話
ミズーリ州および大学について
コース内容の最終確認

航空運賃（往復）
成田前泊費
授業料及び寮費（食費含む）等　
　　　　　　　　　　　（＄7，886×110円）
諸雑費

その他の費用として　
旅券（パスポート）取得料

入国査証（ビザ）申請料
（ビザ申請前に日本円で支払います。申請料の他に、ビザ取得には東京のアメリカ大使館
で面接を受ける必要がありますので、そのための往復交通費がかかります）
ＳＥＶＩＳ管理費
（アメリカ入国ビザを申請するには、ビザ申請前にSEVIS管理費を支払う必要があります）
海外旅行傷害保険料
新潟―成田空港間の往復交通費
その他個人的な支出（小遣い）

（注）・
・
・

・
・
・

・

①

②

③

④
⑤
⑥

1，110，000円

230，000円
8，000円

867，460円

4，540円

10年有効：16，000円
5年有効：11，000円

約35，000円

17，600円程度

220ドル

授業料等及び寮費は＄1＝110円で換算しました。
今後の円相場の変動等によって所要経費に変更が生じる可能性があります。
参加学生が留学から帰国した後、必要経費を差し引いて残金が発生した場合は、
その残金を返金いたします。

月 火 水 木 金

※CP: カンバセーション･パートナー
※予定は変更になる場合があります。

英語文化関連1
11:00～12:50

米国史
15:00～15:50

TOEIC
16：00～16:50

リーディング
9:00～10:50

Lunch Break
13:00～13:50

英語文化関連3
14:00～14:50

英語文化関連2
11:00～12:50

Lunch Break
13:00～13:50

米国文化研究
13:00～14:50

ゼミ・米国と日本
15:00～15:50

コミュニケーション
スキルズ

9:00～10:50
リーディング
9:00～10:50

英語文化関連1
11:00～12:50

Lunch Break
13:00～13:50

英語文化関連3
14:00～14:50

米国史
15:00～15:50

TOEIC
16:00～16:50

コミュニケーション
スキルズ

9:00～10:50
英語文化関連2
11:00～12:50

Lunch Break
13:00～13:50

米国文化研究
13:00～14:50

ゼミ・米国と日本
15:00～15:50

CP
16:00～16:50

文化活動
課外活動

地域との交流

※
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授業料及び寮費（食費含む）等　
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　キャンパスには３つのダイニング・エリアがあり、イタリアン、中華、サラダ・バー、喫茶などさまざまな食が提
供されています。本校の学生はこちらを３食利用できるミールプランに入りますので、大学で発行される 
Student Identification Cardを使って食事ができます。また、11月のサンクスギビング・ブレイク（約1週間）に
はダイニング・エリアが営業していないため、本学学生のために特別メニューが提供されます。医療に関しては、
学内の医療保険に加入するためヘルス・センターを低価格で利用できます。なお、日本の海外旅行損害保険にも加
入しますので、24時間年中無休の日本語救急サービスが利用できます。病気・けが等のトラブルにあった場合、直
ちに電話し相談もしくは対処方法を確認して下さい。

語学科目

文学、ジャーナリズム、および学術論文を読んで、アカデミック・リーディングのスキルズ（概要をつかみながら読
む、大事なポイントを抑えながら読む、口頭および文書で要約する）を育成する。

■リーディング

大学生活における日常およびアカデミックな場面でのリスニング、スピーキング、プレゼンテーション・スキルズ
を育成する。

■コミュニケーション・スキルズ

リスニング、リーディング、ディスカッションおよびビジネス関連のトピックを用いた学習を通して、TOEIC テ
ストの準備をする。

■TOEIC

語学科目で学んだアカデミック・スキルズを用いて、開拓時代から現代の多文化なアメリカまで米国史を概観する。

アメリカ文化

■米国史

アメリカ英語の発音に焦点を当てる。また日常英語を文化理解の視点から学ぶ。

■英語文化関連

語学科目で学んだアカデミック・スキルズを用いて、現代のアメリカ社会と文化、特にアメリカ文化については教
育、政治、メディア、スポーツ、家族、ポップカルチャについて学ぶ。

■米国文化研究

アメリカと日本の文化について比較検討し、将来のより良い関係構築の可能性を考える。グループでのディスカッ
ションや発表を行なう。

■ゼミナール・米国と日本

１）NUISの学生２、３名に対し１名のカンバセーション･パートナーが つき、週に１度会って決められたトピック
について情報や意見を交換する。２）NUIS の学生は「アクティブ・バディ」という学内で行なわれるアクティビティ

（スポーツイベント、劇、コンサート、パフォーマンス、映画祭等）に付き添うアメリカ人学生とその文化の違いに
ついてディスカッションする。３）NUIS の学生は毎週定期的にカンバセーション・パートナー・アワーに参加す
るが、そこではアメリカ人学生とゲームをしたり、カジュアルな会話をする場が提供される。

■カンバセーション･パートナー

ロシア

中国

韓国

アメリカ
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語学科目で学んだアカデミック・スキルズを用いて、現代のアメリカ社会と文化、特にアメリカ文化については教
育、政治、メディア、スポーツ、家族、ポップカルチャについて学ぶ。

■米国文化研究

アメリカと日本の文化について比較検討し、将来のより良い関係構築の可能性を考える。グループでのディスカッ
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ロシア

中国

韓国

アメリカ
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国際文化学科 2年　多田　実莉

１　留学先及び実習期間
留学先：ウラジオストク国立経済大学　
留学期間：平成30年8月28日（火）～平成30年12月26日（水）
　　　　　 ※帰国は12月27日（木）
　　　　　　
２　留学先概要
大学について
　ウラジオストク国立経済大学は1967年に開学した大学であり、ウ
ラジオストクの市内中心部に位置している。学部は経済系、美容や
デザイン系の学部があり合計で8学部存在する。学士課程は4年間
だが、法科大学院や修士課程に進学することも可能である。大学内
にはスポーツ施設として屋内プールと体育館が存在する。また、学
生が食事できるカフェや食堂も複数存在する。学生数は1万5000
人以上であり、学生が利用できる大学専用の寮(1200人入居可能)
が大学に隣接している。この寮はロシア人はもちろん、日本や韓国
などからの外国人留学生も多く利用している。
　この大学はサービス業の専門家を育成する大学のランキングで国
内トップを誇り、ロシア国内全体でも550大学中63位である。その
ためロシア連邦教育省から賞を受けたこともある。前述したように
経済をはじめ美容やデザインといった学部があるため、大学と専門
学校が複合している印象である。

３　留学目的
　今回の留学の目的は第一にロシア語の上達である。日本にいる
とロシア語に触れる機会は大学以外ではかなり少ない。しかし語学
を習得するときに大切なことは、その言語にできるだけ多く触れる
ことである。実際身近にありふれている英語は学校で学ばなくとも、
日常生活の中で自然に意味を習得していることがある。このことか
ら周りの環境がロシア語にあふれているならば日本にいる時よりも
ロシア語を学べる機会が多くなるといえるのではないか。また、ロ
シア人と実際に交流することで、より自然なロシア語を習得できる
メリットもある。つまりロシア語に囲まれた状況で、自分のロシア
語力を包括的に向上させることがこの留学の狙いだった。
　第二の目的として自身の自立を目的としていた。自分自身この留
学に参加するまで日本から一歩も出たことがなかった。ロシアとい
う異国においてきちんとした生活が行えるようになることは自分に
とっては大きな目的であり、ある意味一番の懸念材料だった。

４　スケジュール

5．授業関係
　ロシア到着後すぐにクラス分けのためのロシア語テストがある。
クラス分けが発表されるまでの１週間は留学生全員が同じクラスで
授業を受ける。その後クラス分けと時間割が発表される。時間割は
以下の表の通り。

ⅰ．文法
　先生がスライドやプリントを使い文法を教えてくれる。クラスは
少人数で行うため質問がしやすく、授業についていけない心配はあ
まりない。しかし日本の大学で使うテキストを一通り読んでおくと
さらに理解が深まる。留学前に予習が可能な科目である。
ⅱ．会話表現
　週に３回ある最も授業回数が多い科目。どの科目も発言は必要だ
が、特にこの科目では必要度が高い。ロシア語で留学生同士がテキ
ストの会話文を参考にして会話する。パワーポイントによるプレゼ
ンテーションを求められることもある。
ⅲ．地理
　ロシア沿岸地域の地理を学ぶ。上記の授業に比べ専門用語や日
常会話であまり使わない単語が出てくる。事前にロシアの地理につ
いての説明文を翻訳したり必要単語を調べておくと授業がよく理解
できる。
ⅳ．文章表現
　基本的な文章の書き方から始まり、最終的にはセリフを含む文章
で物語を説明するというロシア語表現力が向上する授業。自分が
書いた文章を先生がすぐ校閲してくれるので間違いをすぐ訂正で
き、より自然な文章を学べる。
ⅴ．聞き取り
　単語や会話文を聞き取りそれを書き取るといった授業である。細
かいロシア語の発音を学べる。単語を聞き取るためほかの授業以
上に単語を覚える機会が多い。
ⅵ．文章読解
　ロシア語の文章の読み方を学べる。ロシア語がすべて理解できな
くても文章の内容がつかめるようになる。

ⅶ．美術
　ロシアの伝統工芸品や絵画について知ることができる。それらを
モデルにし絵を描いたりする。クリスマスにはツリーにぶら下げる
小さいマスコットづくりも行った。
ⅷ．音楽

5．授業関係
　ロシア到着後すぐにクラス分けのためのロシア語テストがある。
クラス分けが発表されるまでの１週間は留学生全員が同じクラスで
授業を受ける。その後クラス分けと時間割が発表される。時間割は
以下の表の通り。

ⅰ．文法
　先生がスライドやプリントを使い文法を教えてくれる。クラスは
少人数で行うため質問がしやすく、授業についていけない心配はあ
まりない。しかし日本の大学で使うテキストを一通り読んでおくと
さらに理解が深まる。留学前に予習が可能な科目である。
ⅱ．会話表現
　週に３回ある最も授業回数が多い科目。どの科目も発言は必要だ
が、特にこの科目では必要度が高い。ロシア語で留学生同士がテキ
ストの会話文を参考にして会話する。パワーポイントによるプレゼ
ンテーションを求められることもある。
ⅲ．地理
　ロシア沿岸地域の地理を学ぶ。上記の授業に比べ専門用語や日
常会話であまり使わない単語が出てくる。事前にロシアの地理につ
いての説明文を翻訳したり必要単語を調べておくと授業がよく理解
できる。
ⅳ．文章表現
　基本的な文章の書き方から始まり、最終的にはセリフを含む文章
で物語を説明するというロシア語表現力が向上する授業。自分が
書いた文章を先生がすぐ校閲してくれるので間違いをすぐ訂正で
き、より自然な文章を学べる。
ⅴ．聞き取り
　単語や会話文を聞き取りそれを書き取るといった授業である。細
かいロシア語の発音を学べる。単語を聞き取るためほかの授業以
上に単語を覚える機会が多い。
ⅵ．文章読解
　ロシア語の文章の読み方を学べる。ロシア語がすべて理解できな
くても文章の内容がつかめるようになる。

ⅶ．美術
　ロシアの伝統工芸品や絵画について知ることができる。それらを
モデルにし絵を描いたりする。クリスマスにはツリーにぶら下げる
小さいマスコットづくりも行った。
ⅷ．音楽

　ロシアの民族的な曲から最近の人気曲まで学べる。歌詞カードを
見ながら全員で合唱する。ロシアの民族楽器を奏でている動画を
観たり、それについての説明を先生から受ける。
ⅸ．歴史
　授業前の予習が必須である科目。テキストを授業前に読み、それ
についての設問に答える。キエフ大公妃などの歴史を学んだ。地理
と１，２を争うほど専門用語や日常会話で使わない単語を扱う。

６.イベント関係
ⅰ．灯台観光
　ウラジオストクの有名な観光地の一つであるトカレフスキー灯台。
海沿いまではバスと徒歩で移動した。
 

ⅱ．虎の日
　ロシアでは９月最後の日曜日にあるのが「虎の日」。アムールトラ
などの保護を目的とし、広場近くでパレードが開催される。大勢の
人が虎の仮装やメイクを施し一堂に会する。
 

ⅲ．オペラ、バレエ鑑賞
　両方ともマリインスキー劇場の沿海州別館で鑑賞した。料金も手
ごろで学生でも参加しやすく、多くの留学生が参加した。オペラに
関しては英語字幕ありで歌詞が理解しやすい。
ⅳ．スキー場
　スキー場というよりは雪遊びのできる大きな公園という印象。ス
キー、スケート、チュービング(浮き輪のようなそりに座り、斜面を滑
り降りるもの)などができる。食事のできるカフェもある。
ⅴ．お茶会
　留学生一同が集まりお茶会をした。ロシア伝統のサモワールを用
いてお茶を淹れてもらった。
ⅵ．成績書授与
　一人一人に今までの成績書が手渡される。このイベントで主な授
業は終了し、帰国準備となる。

７　当初目的・目標への達成度
　今回の留学目的の達成度について、それぞれまとめる。

i)ロシア語を上達させること
　今回の留学体験によってロシア語が総合的に上達した。最初は聞
き取れなかったロシア語の会話文も帰国するまでにはかなり聞き取
れるようになった。またロシア語で物語を書く課題を行ったことで
ロシア語での作文能力が身についた。 留学後に日本で使っていたロ
シア語のテキストがスラスラ読め、上達が実感できた。

ii)自立すること
　寮生活では洗濯や炊事などの基本的な家事を行っていたので生
活スキルが留学前と比べ格段に向上した。またさまざまな国出身の
留学生と交流することで、会話力が向上したのに加え、異文化理解
にもつながった。

８　反省・課題
　４か月間の留学は自分自身をあらゆる面で向上させられる有益な
機会であった。今回の反省点としては留学前の予習である。留学前
はパスポートのことや荷造りなどに追われがちで肝心のロシア語学
習がおろそかになっていた。ロシアに着いてからもっと単語を覚え
てくればと何度か事前学習の重要さを痛感した。
　今後の課題は今回学んだ多くのことを無駄にしないために尽くす
ことである。ロシア語能力に加え今回培った自立心を帰国すると忘
れがちである。留学経験は得るだけでなくそれを自身の今後に生か
して初めて本領を発揮するものだと考える。

謝辞
　今回の留学先であるウラジオストク国立経済大学の皆さま、留学
先で知り合った留学生の皆さま、そして奨学金授与等によって今回
の留学をサポートしてくださった新潟国際情報大学の皆さまに深く
感謝申し上げます。
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国際文化学科 2年　多田　実莉

１　留学先及び実習期間
留学先：ウラジオストク国立経済大学　
留学期間：平成30年8月28日（火）～平成30年12月26日（水）
　　　　　 ※帰国は12月27日（木）
　　　　　　
２　留学先概要
大学について
　ウラジオストク国立経済大学は1967年に開学した大学であり、ウ
ラジオストクの市内中心部に位置している。学部は経済系、美容や
デザイン系の学部があり合計で8学部存在する。学士課程は4年間
だが、法科大学院や修士課程に進学することも可能である。大学内
にはスポーツ施設として屋内プールと体育館が存在する。また、学
生が食事できるカフェや食堂も複数存在する。学生数は1万5000
人以上であり、学生が利用できる大学専用の寮(1200人入居可能)
が大学に隣接している。この寮はロシア人はもちろん、日本や韓国
などからの外国人留学生も多く利用している。
　この大学はサービス業の専門家を育成する大学のランキングで国
内トップを誇り、ロシア国内全体でも550大学中63位である。その
ためロシア連邦教育省から賞を受けたこともある。前述したように
経済をはじめ美容やデザインといった学部があるため、大学と専門
学校が複合している印象である。

３　留学目的
　今回の留学の目的は第一にロシア語の上達である。日本にいる
とロシア語に触れる機会は大学以外ではかなり少ない。しかし語学
を習得するときに大切なことは、その言語にできるだけ多く触れる
ことである。実際身近にありふれている英語は学校で学ばなくとも、
日常生活の中で自然に意味を習得していることがある。このことか
ら周りの環境がロシア語にあふれているならば日本にいる時よりも
ロシア語を学べる機会が多くなるといえるのではないか。また、ロ
シア人と実際に交流することで、より自然なロシア語を習得できる
メリットもある。つまりロシア語に囲まれた状況で、自分のロシア
語力を包括的に向上させることがこの留学の狙いだった。
　第二の目的として自身の自立を目的としていた。自分自身この留
学に参加するまで日本から一歩も出たことがなかった。ロシアとい
う異国においてきちんとした生活が行えるようになることは自分に
とっては大きな目的であり、ある意味一番の懸念材料だった。

４　スケジュール

5．授業関係
　ロシア到着後すぐにクラス分けのためのロシア語テストがある。
クラス分けが発表されるまでの１週間は留学生全員が同じクラスで
授業を受ける。その後クラス分けと時間割が発表される。時間割は
以下の表の通り。

ⅰ．文法
　先生がスライドやプリントを使い文法を教えてくれる。クラスは
少人数で行うため質問がしやすく、授業についていけない心配はあ
まりない。しかし日本の大学で使うテキストを一通り読んでおくと
さらに理解が深まる。留学前に予習が可能な科目である。
ⅱ．会話表現
　週に３回ある最も授業回数が多い科目。どの科目も発言は必要だ
が、特にこの科目では必要度が高い。ロシア語で留学生同士がテキ
ストの会話文を参考にして会話する。パワーポイントによるプレゼ
ンテーションを求められることもある。
ⅲ．地理
　ロシア沿岸地域の地理を学ぶ。上記の授業に比べ専門用語や日
常会話であまり使わない単語が出てくる。事前にロシアの地理につ
いての説明文を翻訳したり必要単語を調べておくと授業がよく理解
できる。
ⅳ．文章表現
　基本的な文章の書き方から始まり、最終的にはセリフを含む文章
で物語を説明するというロシア語表現力が向上する授業。自分が
書いた文章を先生がすぐ校閲してくれるので間違いをすぐ訂正で
き、より自然な文章を学べる。
ⅴ．聞き取り
　単語や会話文を聞き取りそれを書き取るといった授業である。細
かいロシア語の発音を学べる。単語を聞き取るためほかの授業以
上に単語を覚える機会が多い。
ⅵ．文章読解
　ロシア語の文章の読み方を学べる。ロシア語がすべて理解できな
くても文章の内容がつかめるようになる。

ⅶ．美術
　ロシアの伝統工芸品や絵画について知ることができる。それらを
モデルにし絵を描いたりする。クリスマスにはツリーにぶら下げる
小さいマスコットづくりも行った。
ⅷ．音楽
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８　反省・課題
　４か月間の留学は自分自身をあらゆる面で向上させられる有益な
機会であった。今回の反省点としては留学前の予習である。留学前
はパスポートのことや荷造りなどに追われがちで肝心のロシア語学
習がおろそかになっていた。ロシアに着いてからもっと単語を覚え
てくればと何度か事前学習の重要さを痛感した。
　今後の課題は今回学んだ多くのことを無駄にしないために尽くす
ことである。ロシア語能力に加え今回培った自立心を帰国すると忘
れがちである。留学経験は得るだけでなくそれを自身の今後に生か
して初めて本領を発揮するものだと考える。

謝辞
　今回の留学先であるウラジオストク国立経済大学の皆さま、留学
先で知り合った留学生の皆さま、そして奨学金授与等によって今回
の留学をサポートしてくださった新潟国際情報大学の皆さまに深く
感謝申し上げます。

授業開始
灯台観光
虎の日(フェスティバル)
公園でオリエンテーション
サーカス鑑賞
紅葉狩り
オペラ鑑賞
動物園

到着、入寮
市内観光

月 日（曜日） 行　事

8

9

10

28日(火)
30日(月)
5日(月)
15日(土)
30日(日)
5日(金)
6日 (土)
14日(日)
28日(水)
31日(土)

3日(土)

20日(木)
21日(金)
25日(火)
27日(木)

10日(月) ～
17日(月)

バレエ鑑賞

留学生一同でお茶会
スキー場へ
成績書授与
帰国

テスト週間(クラスや科目によって異なるためあくまで目安)

11

12

文法

会話表現

地理

文章表現

聞き取り

美術

文章読解

会話表現

文章読解

聞き取り

音楽

会話表現

文法

歴史

1　限 (8:30 － 10:00)

2　限 (10:10－11:40)

昼休み (11:50－13:20)

3　限 (13:30－15:00)  

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
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国際文化学科 2年　新保　拓人

１　留学先及び実習期間

研修先：北京師範大学　漢語文化学院

研修期間：平成３０年８月２７日（月）～平成３１年１月７日（月）

　　　　　※帰国は１月７日（月）

　　　　　　

２　留学先概要

（1）大学について

　北京師範大学は北京の海淀区に位置する。海淀区は約２２０万人

が在住しており、多くの大学が密集している都市である。北京師範

大学は北京大学、精華大学、中国人民大学とともに北京四大大学と

されている大学のひとつで、２２の学院、6の学部、１４の研究所を

有する総合大学である。大学内には図書館、体育館、運動場、テニ

スコート、バスケットコートなどの多くの施設が完備されている。

また、多くの留学生を受け入れているため、留学生寮や食堂などの

施設が充実している。そして北京の中心に位置しているため、公共

施設の利用や、街並みや史跡の見学、観光にも大変便利である。

（2）大学で行われている教育について

　北京師範大学は多くの留学生を受け入れていることに特徴があ

る。留学生は、事前に行ったテストによって６段階のクラスに分け

られる。中国語を１から学ぶことができるクラスから、レベルの高

い中国語を学ぶことができるクラスまで幅広く存在する。これによ

って自分のレベルに合った中国語の授業を受けることができる。ク

ラスは10人程度の少人数で構成されており、より充実した環境の中

で学習を行うことができる。北京師範大学での成績は新潟国際情

報大学の単位へと換算される。

３　留学目的

　今回の留学の目的は、中国語におけるスピーキング能力とリスニ

ング能力の向上である。中国語の学習において、これら２つの能力

はほかの能力と比べると苦手と感じる部分であり、授業以外で中国

語を使用しない日本では、特にスピーキング力については身に付か

ないと感じた。これらの能力を向上させるためには、中国に留学に

行き実際に中国語を母国語とする人たちと接することで、より正確

で生きた中国語を学ぶことができると考えた。また、留学は語学だ

けではなく、その国の文化を学ぶことができる。中国人や留学生と

の関わりを通じて、他国の文化や視点、価値観を肌で感じ、異文化

理解を学ぶことを目標とした。

４　スケジュール

５　時間割

・クラス分け試験によって分けられたクラスごとで授業スケジュール

は変わる

・１クラス15人程

・授業は４５分×２の90分授業である。間に10分間の休憩がある。

・１０１－５のクラスには日本人以外に、韓国人、ロシア人、フランス

人、イギリス人、ポーランド人、ブルガリア人、タジキスタン人の学

生が一緒に勉強していた。

６　授業内容と留学の詳細

ⅰ）听力 リスニング

　教科書の本文や新出単語を、ＣＤや先生の声を聴きながら学習し、

４　スケジュール

５　時間割

・クラス分け試験によって分けられたクラスごとで授業スケジュール

は変わる

・１クラス15人程

・授業は４５分×２の90分授業である。間に10分間の休憩がある。

・１０１－５のクラスには日本人以外に、韓国人、ロシア人、フランス

人、イギリス人、ポーランド人、ブルガリア人、タジキスタン人の学

生が一緒に勉強していた。

６　授業内容と留学の詳細

ⅰ）听力 リスニング

　教科書の本文や新出単語を、ＣＤや先生の声を聴きながら学習し、

リスニング能力を高める授業である。試験もすべて、授業に沿った

リスニング形式で行われる。

ⅱ）读写　リーディング　

　主に長文を多く読み文章内の単語や文法を学び、その文章につい

ての問題を解く。ほかの授業と比べて問題の数を多く熟すことによ

って、文法をしっかりと理解することが出来る授業形式である。ま

た、毎週300字程度の教科書に沿った作文の作成が宿題として出る

ため、習った単語や文法を実践的に使用できる。

ⅲ）会话　スピーキング

　会話形式の文章の読み上げや、2人以上のグループを作り教科書

のテーマに即した発表や劇を多く行い、中国語を話すことに重点を

置いている授業である。また、パワーポイントを使用して1人でプレ

ゼンを行うことも多くあり、授業で習った単語や文法を実用的に学

ぶことができる。

ⅳ）辅导　チュートリアル

　授業で解らない箇所や、予習、復習で解らなかった箇所を先生に

質問することが出来る時間。一対一で質問ができるので、会話の練

習にもなる。基本は自由参加のため、普段より学生の数が少ない。

ⅴ）书法 

　中国の伝統的な書道を学び、中国人の才芸や歴史的背景を理解す

る授業。漢数字の一や二から練習するため、日本人にとっては簡単

な授業である。

７　授業外の活動

ⅰ）クラス分け試験

　中国語のレベルに合わせてクラス分けを行うための試験。筆記試

験と口頭試験がある。

ⅱ）日中交流会

　北京師範大学の日本語学科の中国人と交流する。お互いに出し

物を用意し披露した。

ⅲ）内モンゴル旅行

　中国北部に位置する内モンゴル自治区に旅行に行く。

ⅳ）研修旅行　江西省

　漢語文化学院主催の研修旅行である。歴史的建造物や世界自然

遺産を見学、観光する。

ⅴ）日韓交流会

　北京師範大学の韓国人学生と運動会を通して交流を深める。

ⅵ）北京の夜

　各国の留学生が伝統的なダンスや歌を披露する大学内のイベン

ト。

８　当初目的・目標への達成度

今回の留学の目的の達成度について、それぞれまとめる。

ⅰ）中国語能力の向上

　留学当初は今まで習った中国語が咄嗟に出てこず、伝えたいこと

を伝えることが困難であったが、4か月間日本語のない環境に身を

置けたことで、語学能力は確実に向上したと考える。留学当初には

聞き取れなかった周囲の中国語も理解できるようになっていた。ま

た、留学期間中、HSK4級に合格することができた。

ⅱ）国際交流

　日中交流会で仲良くなった学生と北京市内を観光したり会話をし

たことによって、中国人から見た中国について理解することができ

た。クラスは留学生のみで構成されるため、様々な国の学生と交流

することができた。授業では自国の文化や風習について中国語で紹

介することもあり、他国の文化や慣習を理解することができた。ま

た、クラスの学生同士で将来は中国語を使用して仕事をするのかを

話し合い、将来について考えるいい機会となった。

９　反省・課題

クラスでは消極的になってしまい、自分の意見を伝えられるように

なるまで非常に苦労し、クラスに馴染むまでに時間がかかった。今

後の課題としては、中国語力の低下が挙げられる。留学中よりは確

実に中国語と離れてしまうこととなるので、中国語を忘れないため

に、そしてより語学力を伸ばすために日々勉強を続けていきたい。

4か月という短い期間であったが、いままでの人生の中でも特に非

常に充実していた4か月であった。今回の留学で学んだ経験を活か

し、価値観にとらわれず、広い視点から物事を理解し、柔軟な考え

を持てるように精進していきたい。

謝辞

今回の留学で、北京師範大学にて私たち留学生のお世話をしてくだ

さった黄薇さん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申し上げ

ます。また、本学の中国留学担当で 2018 年度前期の授業、留学

のサポート、帰国後の活動への指導を賜りました、佐藤若菜先生、

區建英先生には心より感謝いたします。最後に、新潟国際情報大

学からいただきました奨学金により、派遣留学参加が実現し、貴

重で有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。

た。クラスは留学生のみで構成されるため、様々な国の学生と交流

することができた。授業では自国の文化や風習について中国語で紹
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９　反省・課題

クラスでは消極的になってしまい、自分の意見を伝えられるように

なるまで非常に苦労し、クラスに馴染むまでに時間がかかった。今

後の課題としては、中国語力の低下が挙げられる。留学中よりは確

実に中国語と離れてしまうこととなるので、中国語を忘れないため

に、そしてより語学力を伸ばすために日々勉強を続けていきたい。

4か月という短い期間であったが、いままでの人生の中でも特に非

常に充実していた4か月であった。今回の留学で学んだ経験を活か

し、価値観にとらわれず、広い視点から物事を理解し、柔軟な考え

を持てるように精進していきたい。
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ます。また、本学の中国留学担当で 2018 年度前期の授業、留学

のサポート、帰国後の活動への指導を賜りました、佐藤若菜先生、
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重で有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。

8

9

10

11

12

1

27（月）

28（火）

30（木）

31（金）

3（月）

8（日）

22（土）～ 24（月）

1（月）

1（木）～ 2（金）

10（土）

12（月）～ 17（土）

25（日）

16（日）

27（木）～ 28（金）

4（金）

7（月）

到着　入寮

入学手続き

クラス分け試験

入学式

授業開始

日中交流会

内モンゴル旅行

国慶節

中間試験

HSK試験

研修旅行　江西省

日韓交流会

北京の夜

期末試験

修了式

帰国

月 日(曜日) 行事

听力

读写

会话

听力

读写 辅导 听力

书法

会话

昼休み

读写

会话

時間／曜日 星期一 星期二 星期三 星期四 星期五

第一节
8：00～8：45
8：55～9：40

第二节
10：00～10：45
10：55～11：40

第三节
13：30～14：15
14：25～15：10

第四节
15：30～16：15
16：25～17：10

※１０１－５班の授業スケジュール
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国際文化学科 2年　新保　拓人

１　留学先及び実習期間

研修先：北京師範大学　漢語文化学院

研修期間：平成３０年８月２７日（月）～平成３１年１月７日（月）

　　　　　※帰国は１月７日（月）

　　　　　　

２　留学先概要

（1）大学について

　北京師範大学は北京の海淀区に位置する。海淀区は約２２０万人

が在住しており、多くの大学が密集している都市である。北京師範

大学は北京大学、精華大学、中国人民大学とともに北京四大大学と

されている大学のひとつで、２２の学院、6の学部、１４の研究所を

有する総合大学である。大学内には図書館、体育館、運動場、テニ

スコート、バスケットコートなどの多くの施設が完備されている。

また、多くの留学生を受け入れているため、留学生寮や食堂などの

施設が充実している。そして北京の中心に位置しているため、公共

施設の利用や、街並みや史跡の見学、観光にも大変便利である。

（2）大学で行われている教育について

　北京師範大学は多くの留学生を受け入れていることに特徴があ

る。留学生は、事前に行ったテストによって６段階のクラスに分け

られる。中国語を１から学ぶことができるクラスから、レベルの高

い中国語を学ぶことができるクラスまで幅広く存在する。これによ

って自分のレベルに合った中国語の授業を受けることができる。ク

ラスは10人程度の少人数で構成されており、より充実した環境の中

で学習を行うことができる。北京師範大学での成績は新潟国際情

報大学の単位へと換算される。

３　留学目的

　今回の留学の目的は、中国語におけるスピーキング能力とリスニ

ング能力の向上である。中国語の学習において、これら２つの能力

はほかの能力と比べると苦手と感じる部分であり、授業以外で中国

語を使用しない日本では、特にスピーキング力については身に付か

ないと感じた。これらの能力を向上させるためには、中国に留学に

行き実際に中国語を母国語とする人たちと接することで、より正確

で生きた中国語を学ぶことができると考えた。また、留学は語学だ

けではなく、その国の文化を学ぶことができる。中国人や留学生と

の関わりを通じて、他国の文化や視点、価値観を肌で感じ、異文化

理解を学ぶことを目標とした。

４　スケジュール

５　時間割

・クラス分け試験によって分けられたクラスごとで授業スケジュール

は変わる

・１クラス15人程

・授業は４５分×２の90分授業である。間に10分間の休憩がある。

・１０１－５のクラスには日本人以外に、韓国人、ロシア人、フランス

人、イギリス人、ポーランド人、ブルガリア人、タジキスタン人の学

生が一緒に勉強していた。

６　授業内容と留学の詳細

ⅰ）听力 リスニング

　教科書の本文や新出単語を、ＣＤや先生の声を聴きながら学習し、

４　スケジュール

５　時間割

・クラス分け試験によって分けられたクラスごとで授業スケジュール

は変わる

・１クラス15人程

・授業は４５分×２の90分授業である。間に10分間の休憩がある。

・１０１－５のクラスには日本人以外に、韓国人、ロシア人、フランス

人、イギリス人、ポーランド人、ブルガリア人、タジキスタン人の学

生が一緒に勉強していた。

６　授業内容と留学の詳細

ⅰ）听力 リスニング

　教科書の本文や新出単語を、ＣＤや先生の声を聴きながら学習し、

リスニング能力を高める授業である。試験もすべて、授業に沿った

リスニング形式で行われる。

ⅱ）读写　リーディング　

　主に長文を多く読み文章内の単語や文法を学び、その文章につい

ての問題を解く。ほかの授業と比べて問題の数を多く熟すことによ

って、文法をしっかりと理解することが出来る授業形式である。ま

た、毎週300字程度の教科書に沿った作文の作成が宿題として出る

ため、習った単語や文法を実践的に使用できる。

ⅲ）会话　スピーキング

　会話形式の文章の読み上げや、2人以上のグループを作り教科書

のテーマに即した発表や劇を多く行い、中国語を話すことに重点を

置いている授業である。また、パワーポイントを使用して1人でプレ

ゼンを行うことも多くあり、授業で習った単語や文法を実用的に学

ぶことができる。

ⅳ）辅导　チュートリアル

　授業で解らない箇所や、予習、復習で解らなかった箇所を先生に

質問することが出来る時間。一対一で質問ができるので、会話の練

習にもなる。基本は自由参加のため、普段より学生の数が少ない。

ⅴ）书法 

　中国の伝統的な書道を学び、中国人の才芸や歴史的背景を理解す

る授業。漢数字の一や二から練習するため、日本人にとっては簡単

な授業である。

７　授業外の活動

ⅰ）クラス分け試験

　中国語のレベルに合わせてクラス分けを行うための試験。筆記試
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ⅱ）日中交流会

　北京師範大学の日本語学科の中国人と交流する。お互いに出し

物を用意し披露した。

ⅲ）内モンゴル旅行

　中国北部に位置する内モンゴル自治区に旅行に行く。

ⅳ）研修旅行　江西省

　漢語文化学院主催の研修旅行である。歴史的建造物や世界自然

遺産を見学、観光する。

ⅴ）日韓交流会

　北京師範大学の韓国人学生と運動会を通して交流を深める。

ⅵ）北京の夜

　各国の留学生が伝統的なダンスや歌を披露する大学内のイベン

ト。
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今回の留学の目的の達成度について、それぞれまとめる。
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　留学当初は今まで習った中国語が咄嗟に出てこず、伝えたいこと
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た。クラスは留学生のみで構成されるため、様々な国の学生と交流

することができた。授業では自国の文化や風習について中国語で紹

介することもあり、他国の文化や慣習を理解することができた。ま

た、クラスの学生同士で将来は中国語を使用して仕事をするのかを

話し合い、将来について考えるいい機会となった。

９　反省・課題

クラスでは消極的になってしまい、自分の意見を伝えられるように

なるまで非常に苦労し、クラスに馴染むまでに時間がかかった。今

後の課題としては、中国語力の低下が挙げられる。留学中よりは確

実に中国語と離れてしまうこととなるので、中国語を忘れないため

に、そしてより語学力を伸ばすために日々勉強を続けていきたい。

4か月という短い期間であったが、いままでの人生の中でも特に非

常に充実していた4か月であった。今回の留学で学んだ経験を活か

し、価値観にとらわれず、広い視点から物事を理解し、柔軟な考え

を持てるように精進していきたい。
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區建英先生には心より感謝いたします。最後に、新潟国際情報大

学からいただきました奨学金により、派遣留学参加が実現し、貴

重で有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。
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28（火）
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31（金）

3（月）
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22（土）～ 24（月）

1（月）

1（木）～ 2（金）

10（土）

12（月）～ 17（土）

25（日）

16（日）

27（木）～ 28（金）

4（金）

7（月）

到着　入寮

入学手続き

クラス分け試験

入学式

授業開始

日中交流会

内モンゴル旅行

国慶節

中間試験

HSK試験

研修旅行　江西省

日韓交流会

北京の夜

期末試験

修了式

帰国

月 日(曜日) 行事

听力

读写

会话

听力

读写 辅导 听力

书法

会话

昼休み

读写

会话

時間／曜日 星期一 星期二 星期三 星期四 星期五

第一节
8：00～8：45
8：55～9：40

第二节
10：00～10：45
10：55～11：40

第三节
13：30～14：15
14：25～15：10

第四节
15：30～16：15
16：25～17：10

※１０１－５班の授業スケジュール
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国際文化学科 2年　竹之内一菜

１　留学先及び実習期間
留学先：慶煕大学　国際教育院
留学期間：平成30年9月1日(日) ～平成30年12月27日（木）

２　留学先概要
（1）大学について
　1949年‘文化世界の創造’という創立の下に開校した慶煕大学は、
ソウル、スウォン、カンヌンの3つのキャンパスに分かれ総合的な学
術の殿堂を構築している。特に、慶煕大学では国際化を推進してお
り21世紀のグローバル時代をリードする大学として世界78カ国、
508校の大学と国際交流協定を締結している。

（2）大学で行われている教育について
　慶煕大学の国際化、世界化をリードする国際教育院は、韓国最高
の韓国語・外国語専門教育機関である。特に、慶煕大学の学生と留
学生が1対1で文化交流を行う「韓国語トウミ（チューター）制」は、
留学生活において韓国語文化をお理解するための重要な役割を担っ
ている。

（３）国際教育院での教育について
　韓国語専攻は、初級Ⅰ・Ⅱ、中級Ⅰ・Ⅱ、上級Ⅰ・Ⅱのレベルごとに
分けられたクラスで様々な国籍の学生たちと韓国語を学ぶ。文法、
リスニング、リーディング、ライティング、スピーキングの5つの分野
に分かれた教科書に沿って授業を行う。総合的に韓国語の運用能
力を身につけることができる。

３　留学目的
　今回の留学の目的は、現地に来たからこそできる事を存分に体験
し、吸収することだった。本場だからこそできる文化体験や、実際
に韓国人と会話をし、同じ環境で生活することにより留学なしでは
味わうことのできない経験をすることを目標とした。

４　スケジュール

５　時間割

 

６　授業内容等
i)初級１
文法、リスニング、スピーキングの教材を用い、主に日本人のみのク
ラスで韓国語の基礎を確認し合うことが目的。

ii)初級２
文法と日替わりでリスニング、スピーキング、ライティング、リーデ
ィングの教材を用い、外国人と共に韓国語の基礎から学び、様々な
場面での韓国語運用能力を身につける目的。

iii)韓国の映画
毎週月曜日の午後に行われる授業。映画を見る前にあらすじや映画
のポイントを理解した後に韓国語字幕で鑑賞する。その後、映画の
中で印象的な場面や台詞を発表し合う。リスニング能力や内容全
体を理解する能力が高まる。

iv)韓国事情（特講）
毎週火曜日の午後に行われる授業。おもに、韓国の文化に触れるこ
とを目的とする。テコンドーを体験したり韓国の伝統楽器チャング
を演奏したり、北村韓屋村に行き、昔ながらの家や建築物を見たり
と毎週様々な角度で韓国の文化を体験した。

v)セミナー
毎週水曜日の午後に行われる授業。日韓の文化について最終発表
をするための準備をする。文化比較をしながら日韓の文化の違いや
今後の展望など一定の結論に導く発表を行った。資料集めから始ま
り、原稿を書き、発表する中で確実に韓国語能力が高まる。

vi)韓国の歌
毎週木曜日の午後に行われる授業。韓国の歌をジャンル別、年代別、
季節別などに分け鑑賞し、歌詞を読解したり曲の雰囲気を掴んだり
して様々な音楽に触れた。最後の授業では、各自興味のある歌手に
ついてパワーポイントを作り各々の形で発表した。

vii)現地学習
3週間コースで2回、10週間コースで１回行った。３週間コースでは、
初級1のクラスの仲間とNソウルタワー・国立中央博物館とロッテワ
ールドアクアリウム・ロッテワールドアドベンチャーへ行った。10週
間コースでは、初級2の仲間と南怡島（ナミソム）へ行った。

viii)中間考査・期末考査
文法、リスニング、スピーキング、ライティング、リーディングの5科
目を2日に分けて行う。スピーキングの試験では、先生と1対1で対

５　時間割
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して様々な音楽に触れた。最後の授業では、各自興味のある歌手に
ついてパワーポイントを作り各々の形で発表した。

vii)現地学習
3週間コースで2回、10週間コースで１回行った。３週間コースでは、
初級1のクラスの仲間とNソウルタワー・国立中央博物館とロッテワ
ールドアクアリウム・ロッテワールドアドベンチャーへ行った。10週
間コースでは、初級2の仲間と南怡島（ナミソム）へ行った。

viii)中間考査・期末考査
文法、リスニング、スピーキング、ライティング、リーディングの5科
目を2日に分けて行う。スピーキングの試験では、先生と1対1で対

話をし、クラスメイトとグループを作りスキットを作り発表する形式
だった。

ix)ハングル大会
ハングルがつくられた「ハングルの日」にちなんで行われた大会。外
国人が集まりお題のハングルで書かれた文章を書き写し誰がもっと
もきれいに書けるかを競った。nuisからも3名が入賞した。

x)TOPIC対策講義
康熙の授業過程が終わったあとにnuisの学生のみで行う講義。
TOPICⅠのリスニング、リーディング過去問をひたすら解いた。

xi)修了式
3週間コース、10週間コースが終わった後国際教育院全体で修了式
がある。しかし、そこではnuisの学生たちは賞状を受け取らずに
nuisの学生のみで修了式を開いた。国際教育院長と留学生活を振
り返りながら、卒業賞状を受け取った。

７　当初目的・目標への達成度
　　当初の目的であった現地に来たからこそできることを存分にや
るということを達成できたと感じる。韓国での日常生活を満喫でき
たことはもちろん、留学で出会った人たちとの出会いを大切にした。
トウミの友達や、クラスの友達、先生方など留学を通して出会った
人たちとのかかわりが大きな財産になった。韓国人トウミとは、週
に1度学校終わりに会い韓国語を教えてもらったり、休日に地下鉄
に乗って出かけたりした。クラス外国人の友達とは、韓国語でお互
いの故郷について話したり、クラス会を開いてご飯を食べに行った
り積極的に交流をした。留学に来たからこそ出会えた友達との出会
いを存分に満喫しようと、交流に積極的に取り組んだ。この出会い
こそが留学で得たことのひとつでもある。また、韓国語の上達も留
学で得た大きなことである。韓国人の友達と会話を重ねていくにつ
れ、表現の仕方やフレーズを自然と覚えることができた。また、そ
の日授業で習ったことを韓国人の友達に対して実践し、伝わること
がうれしくて日々勉強に励んだ。このように、韓国に来たからこそ
の体験を生かし生活や友人関係、勉学すべての面において非常に充
実させることができた。

８　反省・課題
　反省点は、トウミと話すときに知らない単語や表現があったとき
に聞き返さなかったことだ。会話を止めることに抵抗があり、わか
らないことをそのままにしてわかったような素振りをしてしまうこ
とが多くあった。せっかくの韓国語を教えてくれるトウミがいるに
もかかわらず正直に言えなかったことを非常に後悔している。留学
後の現在、nuis に留学に来ている韓国人留学生のサポーターをし
ているが、現在はわからないことをそのままにせずに正直に教えて
もらっている。恥ずかしがらずに自分のわからないことを聞いてい
る。また、自分が日本語を教える立場になった時も相手の様子を伺
いながらわからないことがそのままにならないように気遣っていき
たいと感じる。

謝辞
　今回、私たちの留学生活を支えてくださった慶熙大学国際教育院
のキル・ジス先生、チョ・ソンギョン先生、イム・リナ先生をはじめ
教授の皆様、その他今回の留学にかかわってくださった関係者の皆
様にも深く感謝申し上げます。また、普段から韓国語を指導してく
ださるシン・ウンジュ先生、その他多くの教授の方々にも心より感
謝いたします。さらに、本学から頂いた奨学金により留学が実現し
ました。誠にありがとうございます。皆様のおかげで一生の財産に
なる非常に充実した留学が実現しました。この恩をどこかで返すこ
とができるよう、留学での経験を忘れずに今後も精進していきます。
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とができるよう、留学での経験を忘れずに今後も精進していきます。
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トウミのウォン・ヘヨンさん

言語交換トウミのキム・ヘジュさん
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国際文化学科 2年　竹之内一菜

１　留学先及び実習期間
留学先：慶煕大学　国際教育院
留学期間：平成30年9月1日(日) ～平成30年12月27日（木）
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　慶煕大学の国際化、世界化をリードする国際教育院は、韓国最高
の韓国語・外国語専門教育機関である。特に、慶煕大学の学生と留
学生が1対1で文化交流を行う「韓国語トウミ（チューター）制」は、
留学生活において韓国語文化をお理解するための重要な役割を担っ
ている。

（３）国際教育院での教育について
　韓国語専攻は、初級Ⅰ・Ⅱ、中級Ⅰ・Ⅱ、上級Ⅰ・Ⅱのレベルごとに
分けられたクラスで様々な国籍の学生たちと韓国語を学ぶ。文法、
リスニング、リーディング、ライティング、スピーキングの5つの分野
に分かれた教科書に沿って授業を行う。総合的に韓国語の運用能
力を身につけることができる。

３　留学目的
　今回の留学の目的は、現地に来たからこそできる事を存分に体験
し、吸収することだった。本場だからこそできる文化体験や、実際
に韓国人と会話をし、同じ環境で生活することにより留学なしでは
味わうことのできない経験をすることを目標とした。

４　スケジュール

５　時間割

 

６　授業内容等
i)初級１
文法、リスニング、スピーキングの教材を用い、主に日本人のみのク
ラスで韓国語の基礎を確認し合うことが目的。

ii)初級２
文法と日替わりでリスニング、スピーキング、ライティング、リーデ
ィングの教材を用い、外国人と共に韓国語の基礎から学び、様々な
場面での韓国語運用能力を身につける目的。

iii)韓国の映画
毎週月曜日の午後に行われる授業。映画を見る前にあらすじや映画
のポイントを理解した後に韓国語字幕で鑑賞する。その後、映画の
中で印象的な場面や台詞を発表し合う。リスニング能力や内容全
体を理解する能力が高まる。

iv)韓国事情（特講）
毎週火曜日の午後に行われる授業。おもに、韓国の文化に触れるこ
とを目的とする。テコンドーを体験したり韓国の伝統楽器チャング
を演奏したり、北村韓屋村に行き、昔ながらの家や建築物を見たり
と毎週様々な角度で韓国の文化を体験した。

v)セミナー
毎週水曜日の午後に行われる授業。日韓の文化について最終発表
をするための準備をする。文化比較をしながら日韓の文化の違いや
今後の展望など一定の結論に導く発表を行った。資料集めから始ま
り、原稿を書き、発表する中で確実に韓国語能力が高まる。

vi)韓国の歌
毎週木曜日の午後に行われる授業。韓国の歌をジャンル別、年代別、
季節別などに分け鑑賞し、歌詞を読解したり曲の雰囲気を掴んだり
して様々な音楽に触れた。最後の授業では、各自興味のある歌手に
ついてパワーポイントを作り各々の形で発表した。

vii)現地学習
3週間コースで2回、10週間コースで１回行った。３週間コースでは、
初級1のクラスの仲間とNソウルタワー・国立中央博物館とロッテワ
ールドアクアリウム・ロッテワールドアドベンチャーへ行った。10週
間コースでは、初級2の仲間と南怡島（ナミソム）へ行った。

viii)中間考査・期末考査
文法、リスニング、スピーキング、ライティング、リーディングの5科
目を2日に分けて行う。スピーキングの試験では、先生と1対1で対

５　時間割
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間コースでは、初級2の仲間と南怡島（ナミソム）へ行った。

viii)中間考査・期末考査
文法、リスニング、スピーキング、ライティング、リーディングの5科
目を2日に分けて行う。スピーキングの試験では、先生と1対1で対

話をし、クラスメイトとグループを作りスキットを作り発表する形式
だった。

ix)ハングル大会
ハングルがつくられた「ハングルの日」にちなんで行われた大会。外
国人が集まりお題のハングルで書かれた文章を書き写し誰がもっと
もきれいに書けるかを競った。nuisからも3名が入賞した。

x)TOPIC対策講義
康熙の授業過程が終わったあとにnuisの学生のみで行う講義。
TOPICⅠのリスニング、リーディング過去問をひたすら解いた。

xi)修了式
3週間コース、10週間コースが終わった後国際教育院全体で修了式
がある。しかし、そこではnuisの学生たちは賞状を受け取らずに
nuisの学生のみで修了式を開いた。国際教育院長と留学生活を振
り返りながら、卒業賞状を受け取った。

７　当初目的・目標への達成度
　　当初の目的であった現地に来たからこそできることを存分にや
るということを達成できたと感じる。韓国での日常生活を満喫でき
たことはもちろん、留学で出会った人たちとの出会いを大切にした。
トウミの友達や、クラスの友達、先生方など留学を通して出会った
人たちとのかかわりが大きな財産になった。韓国人トウミとは、週
に1度学校終わりに会い韓国語を教えてもらったり、休日に地下鉄
に乗って出かけたりした。クラス外国人の友達とは、韓国語でお互
いの故郷について話したり、クラス会を開いてご飯を食べに行った
り積極的に交流をした。留学に来たからこそ出会えた友達との出会
いを存分に満喫しようと、交流に積極的に取り組んだ。この出会い
こそが留学で得たことのひとつでもある。また、韓国語の上達も留
学で得た大きなことである。韓国人の友達と会話を重ねていくにつ
れ、表現の仕方やフレーズを自然と覚えることができた。また、そ
の日授業で習ったことを韓国人の友達に対して実践し、伝わること
がうれしくて日々勉強に励んだ。このように、韓国に来たからこそ
の体験を生かし生活や友人関係、勉学すべての面において非常に充
実させることができた。

８　反省・課題
　反省点は、トウミと話すときに知らない単語や表現があったとき
に聞き返さなかったことだ。会話を止めることに抵抗があり、わか
らないことをそのままにしてわかったような素振りをしてしまうこ
とが多くあった。せっかくの韓国語を教えてくれるトウミがいるに
もかかわらず正直に言えなかったことを非常に後悔している。留学
後の現在、nuis に留学に来ている韓国人留学生のサポーターをし
ているが、現在はわからないことをそのままにせずに正直に教えて
もらっている。恥ずかしがらずに自分のわからないことを聞いてい
る。また、自分が日本語を教える立場になった時も相手の様子を伺
いながらわからないことがそのままにならないように気遣っていき
たいと感じる。

謝辞
　今回、私たちの留学生活を支えてくださった慶熙大学国際教育院
のキル・ジス先生、チョ・ソンギョン先生、イム・リナ先生をはじめ
教授の皆様、その他今回の留学にかかわってくださった関係者の皆
様にも深く感謝申し上げます。また、普段から韓国語を指導してく
ださるシン・ウンジュ先生、その他多くの教授の方々にも心より感
謝いたします。さらに、本学から頂いた奨学金により留学が実現し
ました。誠にありがとうございます。皆様のおかげで一生の財産に
なる非常に充実した留学が実現しました。この恩をどこかで返すこ
とができるよう、留学での経験を忘れずに今後も精進していきます。
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国際文化学科 2年　馬場　裕也

１　留学先及び実習期間

留学先：セントラルミズーリ大学 

留学期間：平成30年8月23日(木)～平成30年12月6日(木)

　　　　　※帰国は12月7日(金)

２　留学先概要

（1）大学について

　セントラルミズーリ大学は、ミズーリ州のウォレンズバーグに位置

する。1871年に創立され、現在では約13000人の生徒が在籍して

いる。ビジネス系や社会学系、デザイン系など総合的な分野に特化

している。特に航空学が有名で全国から生徒が集まっている。

（2）大学で行われている教育について

　セントラルミズーリ大学はIntensive English Program(IEP)という

英語を母国語としない学生のためのコースが存在する。クラス分け

テストの結果で自らの成績にあったクラスに分かれ、勉強に取り組

むことができる。クラスは少人数のため生徒が理解するまでサポー

トをしてくれる。英語だけでなく、アメリカの文化や日本との関係な

ども学ぶことができる。

３　留学目的

　今回の留学の目的は大きく分けて2つある。1つ目は語学力の向

上だ。スピーキング力に自信がなく、英語を話さなければならない

環境に身をおくことで能力の向上ができると考えた。2つ目は自立

して生活をすることで人間的に成長できると考えたからだ。これま

で家から出て、1人で生活したことがなかったため、いい機会だと思

い留学を決意した。以上の2点からアメリカに留学することを決め

た。

４　スケジュール

５　時間割

６　授業内容

i)Reading 

主に教科書と本を授業の中で使用し、内容を理解するとともに速読

のポイントなどを学んだ。文の中でわからない単語があれば調べ、

知識を増やすことにも繋がった。文章の内容を授業の前までに理

解するように言われていたので、予習を欠かさず行った。

ii)Writing 

スポーツや文化、習慣などについてエッセイを作成することや、２つ

のものを比較するエッセイを作成した。エッセイを作成しながら先

生が面談の場を設けてくれ、質問やそこまでの内容の添削などを行

なってくれた。また、20分の中でエッセイを作成するということも

行い、素早く文章を作成する力が身についた。

５　時間割

６　授業内容

i)Reading 

主に教科書と本を授業の中で使用し、内容を理解するとともに速読

のポイントなどを学んだ。文の中でわからない単語があれば調べ、

知識を増やすことにも繋がった。文章の内容を授業の前までに理

解するように言われていたので、予習を欠かさず行った。

ii)Writing 

スポーツや文化、習慣などについてエッセイを作成することや、２つ

のものを比較するエッセイを作成した。エッセイを作成しながら先

生が面談の場を設けてくれ、質問やそこまでの内容の添削などを行

なってくれた。また、20分の中でエッセイを作成するということも

行い、素早く文章を作成する力が身についた。

iii)Communication 

プレゼンテーションを行うために必要なことや手順などを学んだ。

個人や複数でプレゼンテーションを計4回行なった。その他にも、

会話の音声を聞き、ノートを作成することやテーマについてグルー

プでディスカッションを行なった。

iv)Grammar 

文法を一からやり直し、基礎的な知識を深めた。教科書に沿って授

業を行い、ペアを作り問題を解いたり、ディスカッションを行なった。

映画や音楽などから文法を学ぶことも行なった。

v)Accent Reduction 

日本人が苦手とする発音（thやr、l）の向上を目指し、現地の大学生

が発音を細かくチェックし、間違えていればその場で直し感覚とし

て身につくことができた。

v i ) S e m i n a r  i n  A m e r i c a n  C u l t u re / U S A  J a p a n  

Relations/America History

アメリカの文化や歴史について学ぶ授業。授業の中で学ぶだけでな

く、実際に文化を体験することができた。年代を決め、その年に日

本とアメリカでは何が起き、どうなっていたのかについてもグループ

でプレゼンテーションを行なった。

vii)TOEIC 

新潟国際情報大学の生徒のみで授業を行い、パートごとに授業を進

めていった。リスニングではアプリを使いながら授業以外でも勉強

をした。プレテストを行なったのち、公式のTOEICを行なった。

viii)Reading Lab Online/Writing Lab Online

先生から課題のメールを受け取り、決まられたテーマについて20分

の中でエッセイを作成した。

ix)English Cafe

アメリカ人や韓国人、日本人などが集まり、自由に会話する時間。

７　当初目的・目標への達成度

　この留学を通して、一歩成長することができたと感じている。語

学の面だけでなく、人間的にも強くなれた留学だった。アメリカに

着いた頃は人に頼ってばかりいたが、自ら行動することができるよ

うになっていった。英語が伝わらないこと、聞き取れないことが何

度かあったが、成長するチャンスだと思い、伝わるように言い直す、

相手にもう一度言ってもらい理解することができた。しかし、もっ

ともっと語学力の向上が必要だと感じることもあり、悔しい思いを

しないためにもこの留学での経験をこれからの勉強の糧にしていき

たい。

８　反省・課題

　授業の課題を後回しにすることが何度かあり、後々面倒なことに

なったので、計画的に行うべきだったと反省している。TOEICのス

コアなど向上はしたが、まだまだ納得のいく結果ではなかったため

これからも勉強を続けてレベルアップしていきたい。

謝辞

　今回とてもお世話になった Valerie Heming 先生、Jill Thomas

先生を始めとするセントラルミズーリ州立大学の先生方、留学中に

サポートをしてくれた現地の日本人やアメリカ人の友人、3 人の先生

方、学務課の皆様、助言をくださった先輩方、その他この留学に

携わってくださった全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す。また、この留学に対し奨学金を給付して下さった新潟国際情

報大学に感謝いたします。
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携わってくださった全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す。また、この留学に対し奨学金を給付して下さった新潟国際情
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月 日 内容

22(水)

23(木)

24(金)

27(月)

6(木)

14(金)

21(金)

2(火)3(水)

5(金)

7(日)

11(木)

成田空港近くのホテルで前泊し、アメリカのダラスに
出発、乗り換えを経て、大学に到着し、入寮(現地時間)

大学案内ツアー (IDカードの発行、Wi-Fi の接続) 
Walmartで買い物

採血と予防接種
クラス分けテスト

授業開始
ボーリングパーティー

大学でアメフトの試合観戦

カンザスシティでゴルフと買い物

Truman Libraryと市場で買い物

期末試験

パンプキンパーティー

8

9

アメリカ人や日本人の友人とともに、キャンプ

10

カンザスシティのミュージアムとプラザで買い物

期末試験

卒業アワード

アメリカから帰国

Thanksgiving Break

学校の近くの映画館に行き映画鑑賞

Thanksgiving Dinner

1(月)

12(月)

16(金)

25(日)

30(金)

3(月)4(火)

5(水)

6(木)7(金)

11

12
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国際文化学科 2年　馬場　裕也

１　留学先及び実習期間

留学先：セントラルミズーリ大学 

留学期間：平成30年8月23日(木)～平成30年12月6日(木)

　　　　　※帰国は12月7日(金)

２　留学先概要

（1）大学について

　セントラルミズーリ大学は、ミズーリ州のウォレンズバーグに位置

する。1871年に創立され、現在では約13000人の生徒が在籍して

いる。ビジネス系や社会学系、デザイン系など総合的な分野に特化

している。特に航空学が有名で全国から生徒が集まっている。

（2）大学で行われている教育について

　セントラルミズーリ大学はIntensive English Program(IEP)という

英語を母国語としない学生のためのコースが存在する。クラス分け

テストの結果で自らの成績にあったクラスに分かれ、勉強に取り組

むことができる。クラスは少人数のため生徒が理解するまでサポー

トをしてくれる。英語だけでなく、アメリカの文化や日本との関係な

ども学ぶことができる。

３　留学目的

　今回の留学の目的は大きく分けて2つある。1つ目は語学力の向

上だ。スピーキング力に自信がなく、英語を話さなければならない

環境に身をおくことで能力の向上ができると考えた。2つ目は自立

して生活をすることで人間的に成長できると考えたからだ。これま

で家から出て、1人で生活したことがなかったため、いい機会だと思

い留学を決意した。以上の2点からアメリカに留学することを決め

た。

４　スケジュール

５　時間割

６　授業内容

i)Reading 

主に教科書と本を授業の中で使用し、内容を理解するとともに速読

のポイントなどを学んだ。文の中でわからない単語があれば調べ、

知識を増やすことにも繋がった。文章の内容を授業の前までに理

解するように言われていたので、予習を欠かさず行った。

ii)Writing 

スポーツや文化、習慣などについてエッセイを作成することや、２つ

のものを比較するエッセイを作成した。エッセイを作成しながら先

生が面談の場を設けてくれ、質問やそこまでの内容の添削などを行

なってくれた。また、20分の中でエッセイを作成するということも

行い、素早く文章を作成する力が身についた。

５　時間割

６　授業内容

i)Reading 

主に教科書と本を授業の中で使用し、内容を理解するとともに速読

のポイントなどを学んだ。文の中でわからない単語があれば調べ、

知識を増やすことにも繋がった。文章の内容を授業の前までに理

解するように言われていたので、予習を欠かさず行った。

ii)Writing 

スポーツや文化、習慣などについてエッセイを作成することや、２つ

のものを比較するエッセイを作成した。エッセイを作成しながら先

生が面談の場を設けてくれ、質問やそこまでの内容の添削などを行

なってくれた。また、20分の中でエッセイを作成するということも

行い、素早く文章を作成する力が身についた。

iii)Communication 

プレゼンテーションを行うために必要なことや手順などを学んだ。

個人や複数でプレゼンテーションを計4回行なった。その他にも、

会話の音声を聞き、ノートを作成することやテーマについてグルー

プでディスカッションを行なった。

iv)Grammar 

文法を一からやり直し、基礎的な知識を深めた。教科書に沿って授

業を行い、ペアを作り問題を解いたり、ディスカッションを行なった。

映画や音楽などから文法を学ぶことも行なった。

v)Accent Reduction 

日本人が苦手とする発音（thやr、l）の向上を目指し、現地の大学生

が発音を細かくチェックし、間違えていればその場で直し感覚とし

て身につくことができた。

v i ) S e m i n a r  i n  A m e r i c a n  C u l t u re / U S A  J a p a n  

Relations/America History

アメリカの文化や歴史について学ぶ授業。授業の中で学ぶだけでな

く、実際に文化を体験することができた。年代を決め、その年に日

本とアメリカでは何が起き、どうなっていたのかについてもグループ

でプレゼンテーションを行なった。

vii)TOEIC 

新潟国際情報大学の生徒のみで授業を行い、パートごとに授業を進

めていった。リスニングではアプリを使いながら授業以外でも勉強

をした。プレテストを行なったのち、公式のTOEICを行なった。

viii)Reading Lab Online/Writing Lab Online

先生から課題のメールを受け取り、決まられたテーマについて20分

の中でエッセイを作成した。

ix)English Cafe

アメリカ人や韓国人、日本人などが集まり、自由に会話する時間。

７　当初目的・目標への達成度

　この留学を通して、一歩成長することができたと感じている。語

学の面だけでなく、人間的にも強くなれた留学だった。アメリカに

着いた頃は人に頼ってばかりいたが、自ら行動することができるよ

うになっていった。英語が伝わらないこと、聞き取れないことが何

度かあったが、成長するチャンスだと思い、伝わるように言い直す、

相手にもう一度言ってもらい理解することができた。しかし、もっ

ともっと語学力の向上が必要だと感じることもあり、悔しい思いを

しないためにもこの留学での経験をこれからの勉強の糧にしていき

たい。

８　反省・課題

　授業の課題を後回しにすることが何度かあり、後々面倒なことに

なったので、計画的に行うべきだったと反省している。TOEICのス

コアなど向上はしたが、まだまだ納得のいく結果ではなかったため

これからも勉強を続けてレベルアップしていきたい。

謝辞

　今回とてもお世話になった Valerie Heming 先生、Jill Thomas

先生を始めとするセントラルミズーリ州立大学の先生方、留学中に

サポートをしてくれた現地の日本人やアメリカ人の友人、3 人の先生

方、学務課の皆様、助言をくださった先輩方、その他この留学に

携わってくださった全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す。また、この留学に対し奨学金を給付して下さった新潟国際情

報大学に感謝いたします。

８　反省・課題

　授業の課題を後回しにすることが何度かあり、後々面倒なことに

なったので、計画的に行うべきだったと反省している。TOEICのス

コアなど向上はしたが、まだまだ納得のいく結果ではなかったため

これからも勉強を続けてレベルアップしていきたい。

謝辞

　今回とてもお世話になった Valerie Heming 先生、Jill Thomas

先生を始めとするセントラルミズーリ州立大学の先生方、留学中に

サポートをしてくれた現地の日本人やアメリカ人の友人、3 人の先生

方、学務課の皆様、助言をくださった先輩方、その他この留学に

携わってくださった全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す。また、この留学に対し奨学金を給付して下さった新潟国際情

報大学に感謝いたします。
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Reading
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月曜日 火曜日 木曜日水曜日 金曜日

Reading
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Communication
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Reading
Writing

Accent
Reduction
Writing Lab
Online

Communication
Grammar

Seminar in 
American
Culture

10:00～
10:50
USA Japan
Relation

11:00～
11:50
America
History

月 日 内容

22(水)

23(木)

24(金)

27(月)

6(木)

14(金)

21(金)

2(火)3(水)

5(金)

7(日)

11(木)

成田空港近くのホテルで前泊し、アメリカのダラスに
出発、乗り換えを経て、大学に到着し、入寮(現地時間)

大学案内ツアー (IDカードの発行、Wi-Fi の接続) 
Walmartで買い物

採血と予防接種
クラス分けテスト

授業開始
ボーリングパーティー

大学でアメフトの試合観戦

カンザスシティでゴルフと買い物

Truman Libraryと市場で買い物

期末試験

パンプキンパーティー

8

9

アメリカ人や日本人の友人とともに、キャンプ

10

カンザスシティのミュージアムとプラザで買い物

期末試験

卒業アワード

アメリカから帰国

Thanksgiving Break

学校の近くの映画館に行き映画鑑賞

Thanksgiving Dinner

1(月)

12(月)

16(金)

25(日)

30(金)

3(月)4(火)

5(水)

6(木)7(金)

11

12
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・SNS

Q＆A

アルバータ大学カナダ

国　名 留学大学 日　程

8月4日（日）～9月1日（日）

2019年度留学先
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・SNS

Q＆A

アルバータ大学カナダ

国　名 留学大学 日　程

8月4日（日）～9月1日（日）

2019年度留学先
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日間現地

経費　　　　　　　　円
［内訳］授業料、宿泊費、寮及びホームステイ費用（朝食夕食含む）
※経費は＄１＝85円で算出した概算です。
※今後の円相場の変動や物価の高騰等によって、所要経費に変動が生じる可能性があります。
※参加学生が留学から帰国した後、必要経費を差し引いて残金が発生した場合は、その残金を返金いたします。

、バス電車の８月分パス代金

○海外航空券
　（購入先旅行代理店・往復便日時指定、学生自身が申込・支払います）
○日本国内交通費
○カナダ国内交通費（ホームステイ先 ー 大学間の交通費）
○海外旅行傷害保険料
○渡航手続き料（パスポート取得費、電子渡航認証（eTA）申請費用）
○その他個人的費用（食事、通信費、クリーニング、おみやげ等雑費）
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日間現地

経費　　　　　　　　円
［内訳］授業料、宿泊費、寮及びホームステイ費用（朝食夕食含む）
※経費は＄１＝85円で算出した概算です。
※今後の円相場の変動や物価の高騰等によって、所要経費に変動が生じる可能性があります。
※参加学生が留学から帰国した後、必要経費を差し引いて残金が発生した場合は、その残金を返金いたします。

、バス電車の８月分パス代金

○海外航空券
　（購入先旅行代理店・往復便日時指定、学生自身が申込・支払います）
○日本国内交通費
○カナダ国内交通費（ホームステイ先 ー 大学間の交通費）
○海外旅行傷害保険料
○渡航手続き料（パスポート取得費、電子渡航認証（eTA）申請費用）
○その他個人的費用（食事、通信費、クリーニング、おみやげ等雑費）
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情報システム学科２年　西村　真武

1　研修先及び研修期間

研修先：アルバータ大学　生涯教育学部

研修期間：平成30年8月5日（日）～平成30年9月2日（日）

　　　　　※帰国は9月2日（日）

2　研修先概要

(1) 大学について

　アルバータ大学はカナダ5大大学の1つであり、エドモントンとい

う都市に位置する。学生数は37,000人を超え、世界約133カ国から

2,500人の留学生を受け入れており、国際化にも積極的に取り組ん

でいる。メインキャンパスは２つ先の駅に位置し、非常に美しく広

いキャンパスを擁する。また、100年以上の歴史があり、首相や最

高裁判所長官、カナダ国旗のデザインを手がけた学生など、様々な

著名人を輩出している。大学創立の目的は「すべての人々を社会的、

知的、道徳的に高める」ためとされており、この誓いは現在も大学

の理念として残っている。

 

(2) 大学で行われている教育について

　アルバータ大学は、質の高い教育を行っていることと、多くの留

学生を受け入れていることに特徴がある。語学コースでは4段階に

クラスを分け、英語を第２言語として学んでいる学生の中で授業が

行われる。授業ではSpeaking/Listening/Writing/Readingをバ

ランスよく学習し、プレゼンや小テストが数回ある。ほかにもITのク

ラスや学生ボランティアと対話するクラスがあり、それらの評価に応

じて単位が換算される。

3　研修目的

　今回の研修の目的は、英語力向上と異文化理解のためである。私

は中学校、高校と英語の授業が苦手であった。大学に入り、このま

まではいけないと思い今回のカナダ夏期セミナーに参加した。現代

国際化が進んでいるため英語力が社会に出た時に求められるので

研修に参加し少しでも英語力を向上させたい。また異文化理解では、

3週間ホームステイが行われるのでホストファミリーの方々からカナ

ダに関する様々な文化を教わる事や、他国の学生と関わりその国の

文化を教えてもらい、様々な国の文化を理解し、異文化理解を深め

て行きたいと考えた。

　企業訪問では、世界の企業でどのようなことが行われているのか

を見学して、今後就職する企業について本格的に考える参考にする。

3年生になってから就職の事について考え始めるのでは遅いので、2

年生の今から仕事について考え、意見をまとめることから始まる。

それにより就職活動をスムーズに行えると考えた。

4　スケジュール

５　研修の詳細

　スケジュールに記載してある各項目の内容は以下のとおりである。

i)IDPクラス

　英語のスピーキング・リスニングの授業が行われた。英語の基本

的なことを学んだ。また課題では、週末に行ったことの発表を5分

間行いスピーキングのトレーニングになっていた。

ii)ITクラス

　HTMLを利用してホームページを作成する授業だった。初めは、

viii)修了証書授与式

　記念写真と修了証書を頂いた。夏期セミナーを通して、特に頑張

った学生にはプレゼントが贈呈された。最後に集合写真を撮影した。

６　当初目的・目標への達成度

　今回の研修の目的の達成度について、それぞれまとめる。

i)英語力を上げること

　帰国後、後期のスピーキングの授業では、以前よりも聞き取る事

ができた。それに満足せず英語の勉強を継続していく必要がある。

ii)企業について考えること

　２回の企業訪問により、様々な職種の会社、多くの仕事を理解す

ることが出来た。これからは、前述したとおり、就職はまだ先のこ

とであるという考えを持つことなく、常に将来就職する企業につい

てさらに深く考えていく必要がある。

iii)異文化を理解すること

　異文化は、ホストファミリーの方々と共に生活することやクラスメ

イトと様々な活動を行っていくことによって自然と理解することが

出来た。普段慣れている日本での生活や行動と比べて違いを体験

することができ、それに慣れるためにはどうすればよいか考え、行

動に移すことが出来た。

基本的なホームページの枠組みを作る方法を習い、その後徐々に、

工夫を凝らしたホームページにするための高度な方法を習った。

iii)会話クラブ

　他大学の学生を混ぜた２～５人のグループに分かれて、グループ

ごとにネイティブの方が１～２人入って、９０分間会話を行うプログ

ラムであった。このプログラムはSUBという場所で行われた。時々、

会話の話題にすることが書かれたカードを用いてゲーム形式で進め

られた。

iv)課外活動

　様々な場所で開催された様々な文化のフェスティバルに参加した。

ホームステイ先の親戚内のパーティーにも参加した。

　コーンメイズというトウモロコシ畑の一部を切り取って作られる

迷路にも参加した。

v)企業訪問

　CBC radio、Pixel Blue Collegeの2か所を訪問させていただい

た。CBCでは実際の仕事風景を見させて頂いた。様々な体験もさ

せて頂けた。Pixelでは芸術やアートの技術を見せて頂いた。

vi)ロッキートリップ

　２泊３日で行われた旅行である。１日目は移動に多くの時間がか

かった。Sunshine Meadowsというスキー場で軽いハイキングを

した。その後Bow Fallsで勢いのある滝を見てきた。２日目は、

Lake Louiseで３人１組 のカヌー 体 験 をした。そ の 後Moraine 

Lakeに 行 き、岩 に 登 り な が ら 景 色 を 楽 し ん だ。３ 日 目 は、

Johnston Canyonでハイキングをしながら巨大な滝を見た。

 

vii)フォートエドモントンパーク訪問

　1800年代から1900年代にかけてのエドモントンの街並みが再現

されている。自然も豊かである。その時代ごとに街が区切られてあ

り、建物のデザインもだいぶ異なる。細部まで細かく再現されてい

る。４Dシアターでは楽しくエドモントンの歴史について知ることが

できた。

 

７　反省・課題

　一ヶ月という短い研修であったが、非常に多くのことを学ぶこと

ができ、有意義な研修となった。今回の研修で学んだことを今回き

りで終わりにせず、これからも英語や情報についての勉強を粘り強

く続けていきたい。また今回の研修で異文化に対する理解が深まっ

たので、様々な物事を色々な視点から考えることを大切にしていき

たい。

謝辞

　今回、アルバータ大学生涯教育学部にて懇切対寧な指導をしてく

ださった、Martin Guardado校長、Greg Sowak先生、Mark Bell

さん、Maureen先生、Miso Kimさん、Tomさん、ホストファミリー

のRayさん、Nazekさん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申

し上げます。また、本学の夏期セミナー担当で2018年度前期の講義、

夏期セミナーの現地サポート、帰国後の各種活動への指導を賜りま

した、阿部先生には心より感謝いたします。最後に、新潟国際情報

大学からいただきました奨学金により、本セミナー参加が実現し、

有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。
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情報システム学科２年　西村　真武

1　研修先及び研修期間

研修先：アルバータ大学　生涯教育学部

研修期間：平成30年8月5日（日）～平成30年9月2日（日）

　　　　　※帰国は9月2日（日）

2　研修先概要

(1) 大学について

　アルバータ大学はカナダ5大大学の1つであり、エドモントンとい

う都市に位置する。学生数は37,000人を超え、世界約133カ国から

2,500人の留学生を受け入れており、国際化にも積極的に取り組ん

でいる。メインキャンパスは２つ先の駅に位置し、非常に美しく広

いキャンパスを擁する。また、100年以上の歴史があり、首相や最

高裁判所長官、カナダ国旗のデザインを手がけた学生など、様々な

著名人を輩出している。大学創立の目的は「すべての人々を社会的、

知的、道徳的に高める」ためとされており、この誓いは現在も大学

の理念として残っている。

 

(2) 大学で行われている教育について

　アルバータ大学は、質の高い教育を行っていることと、多くの留

学生を受け入れていることに特徴がある。語学コースでは4段階に

クラスを分け、英語を第２言語として学んでいる学生の中で授業が

行われる。授業ではSpeaking/Listening/Writing/Readingをバ

ランスよく学習し、プレゼンや小テストが数回ある。ほかにもITのク

ラスや学生ボランティアと対話するクラスがあり、それらの評価に応

じて単位が換算される。

3　研修目的

　今回の研修の目的は、英語力向上と異文化理解のためである。私

は中学校、高校と英語の授業が苦手であった。大学に入り、このま

まではいけないと思い今回のカナダ夏期セミナーに参加した。現代

国際化が進んでいるため英語力が社会に出た時に求められるので

研修に参加し少しでも英語力を向上させたい。また異文化理解では、

3週間ホームステイが行われるのでホストファミリーの方々からカナ

ダに関する様々な文化を教わる事や、他国の学生と関わりその国の

文化を教えてもらい、様々な国の文化を理解し、異文化理解を深め

て行きたいと考えた。

　企業訪問では、世界の企業でどのようなことが行われているのか

を見学して、今後就職する企業について本格的に考える参考にする。

3年生になってから就職の事について考え始めるのでは遅いので、2

年生の今から仕事について考え、意見をまとめることから始まる。

それにより就職活動をスムーズに行えると考えた。

4　スケジュール

５　研修の詳細

　スケジュールに記載してある各項目の内容は以下のとおりである。

i)IDPクラス

　英語のスピーキング・リスニングの授業が行われた。英語の基本

的なことを学んだ。また課題では、週末に行ったことの発表を5分

間行いスピーキングのトレーニングになっていた。

ii)ITクラス

　HTMLを利用してホームページを作成する授業だった。初めは、

viii)修了証書授与式

　記念写真と修了証書を頂いた。夏期セミナーを通して、特に頑張

った学生にはプレゼントが贈呈された。最後に集合写真を撮影した。

６　当初目的・目標への達成度

　今回の研修の目的の達成度について、それぞれまとめる。

i)英語力を上げること

　帰国後、後期のスピーキングの授業では、以前よりも聞き取る事

ができた。それに満足せず英語の勉強を継続していく必要がある。

ii)企業について考えること

　２回の企業訪問により、様々な職種の会社、多くの仕事を理解す

ることが出来た。これからは、前述したとおり、就職はまだ先のこ

とであるという考えを持つことなく、常に将来就職する企業につい

てさらに深く考えていく必要がある。

iii)異文化を理解すること

　異文化は、ホストファミリーの方々と共に生活することやクラスメ

イトと様々な活動を行っていくことによって自然と理解することが

出来た。普段慣れている日本での生活や行動と比べて違いを体験

することができ、それに慣れるためにはどうすればよいか考え、行

動に移すことが出来た。

基本的なホームページの枠組みを作る方法を習い、その後徐々に、

工夫を凝らしたホームページにするための高度な方法を習った。

iii)会話クラブ

　他大学の学生を混ぜた２～５人のグループに分かれて、グループ

ごとにネイティブの方が１～２人入って、９０分間会話を行うプログ

ラムであった。このプログラムはSUBという場所で行われた。時々、

会話の話題にすることが書かれたカードを用いてゲーム形式で進め

られた。

iv)課外活動

　様々な場所で開催された様々な文化のフェスティバルに参加した。

ホームステイ先の親戚内のパーティーにも参加した。

　コーンメイズというトウモロコシ畑の一部を切り取って作られる

迷路にも参加した。

v)企業訪問

　CBC radio、Pixel Blue Collegeの2か所を訪問させていただい

た。CBCでは実際の仕事風景を見させて頂いた。様々な体験もさ

せて頂けた。Pixelでは芸術やアートの技術を見せて頂いた。

vi)ロッキートリップ

　２泊３日で行われた旅行である。１日目は移動に多くの時間がか

かった。Sunshine Meadowsというスキー場で軽いハイキングを

した。その後Bow Fallsで勢いのある滝を見てきた。２日目は、

Lake Louiseで３人１組 のカヌー 体 験 をした。そ の 後Moraine 

Lakeに 行 き、岩 に 登 り な が ら 景 色 を 楽 し ん だ。３ 日 目 は、

Johnston Canyonでハイキングをしながら巨大な滝を見た。

 

vii)フォートエドモントンパーク訪問

　1800年代から1900年代にかけてのエドモントンの街並みが再現

されている。自然も豊かである。その時代ごとに街が区切られてあ

り、建物のデザインもだいぶ異なる。細部まで細かく再現されてい

る。４Dシアターでは楽しくエドモントンの歴史について知ることが

できた。

 

７　反省・課題

　一ヶ月という短い研修であったが、非常に多くのことを学ぶこと

ができ、有意義な研修となった。今回の研修で学んだことを今回き

りで終わりにせず、これからも英語や情報についての勉強を粘り強

く続けていきたい。また今回の研修で異文化に対する理解が深まっ

たので、様々な物事を色々な視点から考えることを大切にしていき

たい。

謝辞

　今回、アルバータ大学生涯教育学部にて懇切対寧な指導をしてく

ださった、Martin Guardado校長、Greg Sowak先生、Mark Bell

さん、Maureen先生、Miso Kimさん、Tomさん、ホストファミリー

のRayさん、Nazekさん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申

し上げます。また、本学の夏期セミナー担当で2018年度前期の講義、

夏期セミナーの現地サポート、帰国後の各種活動への指導を賜りま

した、阿部先生には心より感謝いたします。最後に、新潟国際情報

大学からいただきました奨学金により、本セミナー参加が実現し、

有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。
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1　研修先及び研修期間

研修先：アルバータ大学　生涯教育学部

研修期間：平成30年8月5日（日）～平成30年9月2日（日）

　　　　　※帰国は9月2日（日）

2　研修先概要

(1) 大学について

　アルバータ大学はカナダ5大大学の1つであり、エドモントンとい

う都市に位置する。学生数は37,000人を超え、世界約133カ国から

2,500人の留学生を受け入れており、国際化にも積極的に取り組ん

でいる。メインキャンパスは２つ先の駅に位置し、非常に美しく広

いキャンパスを擁する。また、100年以上の歴史があり、首相や最

高裁判所長官、カナダ国旗のデザインを手がけた学生など、様々な

著名人を輩出している。大学創立の目的は「すべての人々を社会的、

知的、道徳的に高める」ためとされており、この誓いは現在も大学

の理念として残っている。

 

(2) 大学で行われている教育について

　アルバータ大学は、質の高い教育を行っていることと、多くの留

学生を受け入れていることに特徴がある。語学コースでは4段階に

クラスを分け、英語を第２言語として学んでいる学生の中で授業が

行われる。授業ではSpeaking/Listening/Writing/Readingをバ

ランスよく学習し、プレゼンや小テストが数回ある。ほかにもITのク

ラスや学生ボランティアと対話するクラスがあり、それらの評価に応

じて単位が換算される。

3　研修目的

　今回の研修の目的は、英語力向上と異文化理解のためである。私

は中学校、高校と英語の授業が苦手であった。大学に入り、このま

まではいけないと思い今回のカナダ夏期セミナーに参加した。現代

国際化が進んでいるため英語力が社会に出た時に求められるので

研修に参加し少しでも英語力を向上させたい。また異文化理解では、

3週間ホームステイが行われるのでホストファミリーの方々からカナ

ダに関する様々な文化を教わる事や、他国の学生と関わりその国の

文化を教えてもらい、様々な国の文化を理解し、異文化理解を深め

て行きたいと考えた。

　企業訪問では、世界の企業でどのようなことが行われているのか

を見学して、今後就職する企業について本格的に考える参考にする。

3年生になってから就職の事について考え始めるのでは遅いので、2

年生の今から仕事について考え、意見をまとめることから始まる。

それにより就職活動をスムーズに行えると考えた。

4　スケジュール

５　研修の詳細

　スケジュールに記載してある各項目の内容は以下のとおりである。

i)IDPクラス

　英語のスピーキング・リスニングの授業が行われた。英語の基本

的なことを学んだ。また課題では、週末に行ったことの発表を5分

間行いスピーキングのトレーニングになっていた。

ii)ITクラス

　HTMLを利用してホームページを作成する授業だった。初めは、

viii)修了証書授与式

　記念写真と修了証書を頂いた。夏期セミナーを通して、特に頑張

った学生にはプレゼントが贈呈された。最後に集合写真を撮影した。

６　当初目的・目標への達成度

　今回の研修の目的の達成度について、それぞれまとめる。

i)英語力を上げること

　帰国後、後期のスピーキングの授業では、以前よりも聞き取る事

ができた。それに満足せず英語の勉強を継続していく必要がある。

ii)企業について考えること

　２回の企業訪問により、様々な職種の会社、多くの仕事を理解す

ることが出来た。これからは、前述したとおり、就職はまだ先のこ

とであるという考えを持つことなく、常に将来就職する企業につい

てさらに深く考えていく必要がある。

iii)異文化を理解すること

　異文化は、ホストファミリーの方々と共に生活することやクラスメ

イトと様々な活動を行っていくことによって自然と理解することが

出来た。普段慣れている日本での生活や行動と比べて違いを体験

することができ、それに慣れるためにはどうすればよいか考え、行

動に移すことが出来た。

基本的なホームページの枠組みを作る方法を習い、その後徐々に、

工夫を凝らしたホームページにするための高度な方法を習った。

iii)会話クラブ

　他大学の学生を混ぜた２～５人のグループに分かれて、グループ

ごとにネイティブの方が１～２人入って、９０分間会話を行うプログ

ラムであった。このプログラムはSUBという場所で行われた。時々、

会話の話題にすることが書かれたカードを用いてゲーム形式で進め

られた。

iv)課外活動

　様々な場所で開催された様々な文化のフェスティバルに参加した。

ホームステイ先の親戚内のパーティーにも参加した。

　コーンメイズというトウモロコシ畑の一部を切り取って作られる

迷路にも参加した。

v)企業訪問

　CBC radio、Pixel Blue Collegeの2か所を訪問させていただい

た。CBCでは実際の仕事風景を見させて頂いた。様々な体験もさ

せて頂けた。Pixelでは芸術やアートの技術を見せて頂いた。

vi)ロッキートリップ

　２泊３日で行われた旅行である。１日目は移動に多くの時間がか

かった。Sunshine Meadowsというスキー場で軽いハイキングを

した。その後Bow Fallsで勢いのある滝を見てきた。２日目は、

Lake Louiseで３人１組 のカヌー 体 験 をした。そ の 後Moraine 

Lakeに 行 き、岩 に 登 り な が ら 景 色 を 楽 し ん だ。３ 日 目 は、

Johnston Canyonでハイキングをしながら巨大な滝を見た。

 

vii)フォートエドモントンパーク訪問

　1800年代から1900年代にかけてのエドモントンの街並みが再現

されている。自然も豊かである。その時代ごとに街が区切られてあ

り、建物のデザインもだいぶ異なる。細部まで細かく再現されてい

る。４Dシアターでは楽しくエドモントンの歴史について知ることが

できた。

 

７　反省・課題

　一ヶ月という短い研修であったが、非常に多くのことを学ぶこと

ができ、有意義な研修となった。今回の研修で学んだことを今回き

りで終わりにせず、これからも英語や情報についての勉強を粘り強

く続けていきたい。また今回の研修で異文化に対する理解が深まっ

たので、様々な物事を色々な視点から考えることを大切にしていき

たい。
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　今回、アルバータ大学生涯教育学部にて懇切対寧な指導をしてく

ださった、Martin Guardado校長、Greg Sowak先生、Mark Bell

さん、Maureen先生、Miso Kimさん、Tomさん、ホストファミリー

のRayさん、Nazekさん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申

し上げます。また、本学の夏期セミナー担当で2018年度前期の講義、

夏期セミナーの現地サポート、帰国後の各種活動への指導を賜りま

した、阿部先生には心より感謝いたします。最後に、新潟国際情報

大学からいただきました奨学金により、本セミナー参加が実現し、

有意義な体験ができたことを、心から感謝いたします。
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この派遣留学制度への問い合わせは、各地域担当教員もしくは学務課国際交流室へ。


